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論文内容の要旨
【背景】
近年気管支端息はその病態牛.理として気道の慢性炎疋↑中疾患と認識されている。とりわけ好酸球はその
主なcffectorccllと考えられており， Tリンパ球によって産牛.されるInterlcukin-5(以下IL-5)などのサイ
トカインによって気遣に遊走，浸潤すると考えられている。一方，気道炎粧の評価法として従来気管支粘
膜生検や気管支肺胞洗浄法が行われてきたが近年，より侵襲の少ない，高張食塩水吸入による略疾誘発法
が用いられその有用性が報告されている。
【目的】
気管支瑞息患者の誘発曙疾中IL-5濃度と，好酸球性気道炎症や気道閉塞の程度との関連について検討し
fこ。
【対象と)j法】
14例の気管支哨¥息患者(ギ均年齢34.3:t3.5歳，男性9例，女'陪5例，アトピー型10例，非アトピー型4
{91))と 9例の健常人(半均年齢29.3歳，男性8例.女性1例)を対象とした。 略疾の誘発は，安静時一般肺
機能検任の測定後に， 200μgのサルフータモール蹴入に続いて3%の高張食塩;J<.を超音波ネブライザーで吸
入することで行った。得られた曙疾はdithiothreitolで可溶化しメッシュ櫨週後，遠心，洗浄しサイトスピ
ン様本を作製した。得られた標本にMay-Grunw危Ic:l・Giemsa染色を行い細胞分画を求めた。また略疾上清
は-700Cで保存し，後口k清中のEosinophilcationic protein (以下ECP)をradioimmunoassaykitで，
11.-5をenzymeimmunoassay ki七で各々測定した。血清中のECP値も同時に測定した。
【結果】
1.端息患者のi客疾中好酸球%は健常人に比べ有意に高怖であった。また略疾中ECP伯， IL-5濃度も健常
人に比べ有意に高値を示した。
2. 曙疾中好酸球%と昭桜巾ECド{直との聞には有意な疋の相関を認めた。また哨桜中好酸球%及びl常疾中I~:
CP簡はそれぞれ l秒平と有意な負の相闘を示した。
3.哨忠患者の血清中日CP値は健常人に比べ有忘に高値を示した。しかし向清中ECP値は呼吸機能とは相
関しなかった。
4.瑞怠患者群で曙疾中11.-5濃度の高い群は， {.民い詳に比べ略疾中好酸球%が有意に高く，暗夜中ECP値
-~02 
も有意に高柄であり，予測値l秒率は台-意に低かった。しかしアトピー群と非アトピー群で略液中IL-5濃
度に有意な差を認めなかった。
【考察および結論】
誘発l壇疾法は気官支端息、における気道の炎慌を評価するのに有用な方法であり.特に誘発曙族中IL-5濃
度は，アトピー，非アトピーに闘わらず気管支哨息患者の好酸球性気道炎症の程度を反映しており，その
良い指標となると考えられた。
論文審査の結果の要旨
近年気管支時思はその病態牛f里として気通の慢性炎症性扶君、と認識されている。とりわけ好酸球はその
主なeffectorcelと考えられており.T 1)ンパ球によって産生されるInlerleukin-5(以下lしーのなどのサイ
トカインによって気道に遊走，浸潤すると考えられている。_.，-万.気道炎症の評価法として従来気管支粘
膜生検や気符支肺胞洗浄法が行われてきたが近年.より侵襲の少ない高張食塩水吸入による略侠誘発法が
用いられその有用性が報告されている。そこで気管支端息患者の誘発略桜中IL-5濃度と.好敵球性気道炎
症や気道閉塞の程度との関連について検討した。
lゆIJの気管支哨息患者と 9汐IJの健常人を対象とし高張食塩水を|投入することでl稿淡の誘発を行った。
得られたl晴疾はdithiothreitolで‘可格化しサイトスピン標本を作製.May-Giernsa染色を行い細胞分困をボ
めた。また唱・疾 1-清はー700Cで保存し，後日上清中のeusinophilcationic protein (以卜-ECP)をradiui-
mmunoassay kitで. IL-5をenzymeimmunoassay kitで各々測定した。血清中のBCP値も同時に測定
しfこ。
その結果，端息患者の略疾巾好酸球%.暗疾中ECPfIi'{.曙疾中IL-5濃度は健常人に比べ有怠に高値を示
した。また唱・淡rj・2好酸球%と昭疾中ECP値とは正の，曙疾中前L酸球%及び暗疾中ECP値と 1秒ギとは負の
相関を示した。瑞息患者の血清巾ECP値は健常人に比べ有意に高値を示したが呼吸機能とは相関しなかっ
た。哨息忠者群で唱妓中IL-5濃度の高い群は.低い群に比べ略疾中好酸球%が有意に高く，曙疾中ECP備
も有意に高値であり，予測値1秒率は有意に低かった。しかしアトピー群と非ア卜ピー群で略疾中IL-5濃
度に有志な差を認めなかった。
以 Lの結束より誘発略疾中IL・5濃度は，アトピー.Jドアトピーに関わらず気管支端息患者の好酸球性気
道炎慌の程度を反映しており，その良い指標となることが本研究により示され.今後この領域の研究に寄
与する点は少なくないと考えられる。よって，本研究者は，博士(医学)の?ー位を授与されるに値するも
のと認められた。
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